
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

 

自分の家庭の名前で報告祈祷する時代 

              真の父母經 P1413～1414 

２７ 今まで皆さんは、祈るときに「何々をしてく

ださい。成し遂げてください」と言いました。す

べて成し遂げてあげました。そのように成し遂

げてあげたものを皆さんが受け継ぎ、父母様

が今まで肉的サタン世界に対して、身をもって

闘って勝ったのと同じように、そのようにしな

ければなりません。すべて知っているのに、何

を祈るのですか。そのような祈りをする時代は

過ぎ去ったというのです。 

「私はこのようなことを知りましたので、私

がいたします」という自己責任時代に合わせ

て、祈らなければなりません。そして、「真の父

母の名によって」ではなく、「真の父母の名に

よって祝福を受けた誰々の名によってお祈り

いたします」と言わなければならないのです。

「真の父母の功労によって真の息子、娘となっ

た誰々の名でお祈りいたします」と祈らなけれ

ばなりません。祈るのではなく、「報告いたしま

す」という祈りをしなければなりません。 

何かのために祈り、何かを下さいと祈る時代

は過ぎていきます。すべて与えました。 

これからは、 「真の父母の勝利的基盤を知

り、私もそのような実績をもって、息子となっ

た責任を果たそう」 と言わなければなりませ

ん。「個人、家庭、氏族、民族、国家において、息

子の責任を果たそう」と言わなければなりま

せん。 

そうして、孝子と忠臣の家庭にならなければ

ならないというのです。 

 

 

 

２８ 真の愛は、誰でも相続することができま

す。ですから、祈祷が変わらなければなりませ

ん。自分の息子、娘を中心としてする祈祷は、統

一教会ではしてはいけないのです。地上天国と

天上天国のために祈らなければなりません。個

人的な地上天国、家庭的な地上天国、国家的な

地上天国です。そのために祈ることによって、

民族の境界線、国家の境界線がなくなります。

それが 神様の願うことです。 

まず祈るよりも、実践してから報告しなけれ

ばなりません。報告することがなければ、ひざ

まずいて悔い改めなければならないのです。

不正な行いについて、悔い改めなければなり

ません。 

「ここまでいたしました」と報告し、約束しな

ければなりません。アメリカに来てから、私は祈

りませんでした。祈るよりは行動したのです。実

践したというのです。 

 

２９ 真の父母を通して自分の名で祈る時代で

す。祈った内容には責任をもつということで

す。その実体にならなければなりません。いい

加減には祈れません。イエス様は誰の名で祈っ

たでしょうか。息子の名で祈ったでしょう。ひと

り子である息子です。しかし、家庭をつくらなけ

ればなりません。家庭の名を外すことはできな

いのです。家庭には、夫と共に一家族が入るの

です。 
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